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領域および公募テーマ名がただしく記載されているか。

所属機関は国内の機関か

エフォートはe-Radの数値と⼀致するか

「ある」場合は、様式３の６に記載が必要「ある」場合は、様式３の６に記載が必要「ある」場合は、様式３の４に記載が必要「ある」場合は、様式３の４に記載が必要

研究費総額が各領域の募集要項で⽰され
ている⾦額の上限以下か。

ファイル容量は3MB以内を⽬標に作成してください。

様式 1

1



こちらに直接記⼊

e-Rad⼊⼒画⾯

本内容は、e-Radに記載が必要です。ご注意く
ださい。
※e-Rad⼊⼒にあたっての注意︓
e-Rad⼊⼒画⾯には、アップロードボタンがありま
す。「直接⼊⼒」と「pdfアップロード」のどちらもで
きるようになっていますが、「pdfアップロード」は
使⽤しないでください。

様式 1

2



e-Radに記載が必要です。
※e-Rad⼊⼒にあたっての注意︓
P3と同様、「直接⼊⼒」、「pdfアップロード」のどちら
もできるようになっていますが、pdfアップロードは使
⽤しないでください。

様式 2

3

Ⅰ.研究開発推進について
の様式については、全ての提案において必ず作成く
ださい。

研究開発期間は原則5年ですが、この項⽬では提
案が10年後に創出すると考えられる技術によって
提供する価値について記載ください。



様式２は、４ページ以内で作成してください（様式
1除く）。

様式 2

4

必要に応じて図表等⽤いても構いません。



書き⽅は⾃由ですが、短期・中期・⻑期課題
が明確にわかるよう記載ください。
短中⻑期課題の考え⽅については募集要項
P.10「1.7 研究開発課題の構成について」を
よくご確認ください。

短・中・⻑期それぞれの課題をどこのグループ
が担当するのかも明確にわかるよう記載くださ
い。
また、スケジュールやマイルストーン、産業界へ
の引き渡しの時期などについても読み取れるよ
う記載ください。

様式 3

5



様式 3

6

（1）で記載したスケジュールについて、線表
で⽰してください。
短期・中期・⻑期課題への取り組みがわかる
ように、各グループ毎の研究開発スケジュー
ルについて、記載ください。

各グループの連携についても、計画されている
場合はわかるよう表現してください。

グループ数に応じて、⾏を追加してください。



チーム体制をわかりやすく図⽰してください
（⾃由形式）。

各グループには、グループ名、グループリーダーなどの
情報を含めてください。ここでのグループリーダーは、
委託契約毎の代表者ではなく、各要素技術毎に
設定されたグループのリーダーを指します。

こちらはチームリーダーおよびグループリーダー情
報を記載する箇所になります。グループ数に応
じて欄を追加してください。グループ数は領域や
公募テーマの実情に応じたものとしてください。
チームリーダーおよびグループリーダーは、
JSTと委託契約を締結する機関に所属してい
る必要があります。

様式 3

7



グループの構成メンバーは、学⽣含め全員こちらに
記⼊ください。グループ内での役割は、箇条書き程
度で結構です。

各グループの役割が明確にわかるよう、簡潔に記載く
ださい。グループ数に応じて、記載欄を追加してくださ
い。

様式 3

8

海外機関の参加が⾒込まれる場合は、当事業
HPにある、「海外共同研究雛形」等の内容をご
確認ください（後⽇掲載）。
また、「特記事項」で海外機関の参加の必要性
を記載してください。



契約代表者（主たる共同研究者）にも、
e-Rad番号（研究者番号）の記載を求め
ます。未取得の場合は、採択時までにe-Rad
番号の取得が必要です。

こちらは委託研究契約の代表とな
る研究者情報を記載いただく項⽬
になります。JSTと委託契約を締
結し、委託費が配分される機関
の代表者は、全てこちらに記載さ
れている必要があります。
e-Radの「2.研究組織情報の登
録」には、チームリーダー（研究開
発代表者）およびこちらに記載の
研究者情報を⼊⼒してください。

様式 3

e-Rad⼊⼒画⾯

9



各提案における若⼿参画状況について記載ください。各提案における若⼿参画状況について記載ください。
可能な範囲で内訳（学部⽣●⼈、修⼠●⼈、博
⼠●⼈、その他若⼿研究者●⼈等）についても記
載ください。
若⼿研究者の育成に関する計画や⽅針がある場
合は、そちらについても記載ください。

様式 3

10



社会実装を⽬指す事業であることから、提案者の
知財の基本的な管理⽅針について記載してくださ
い。
採択後は、各領域が定める知財⽅針も踏まえて、
特許の取得や管理について検討いただくことになりま
す。

データ利活⽤については事業全体で⽅針を定めると
ころではありますが、各提案で現在予定しているデー
タマネジメントについて、記載ください。

様式 3

11



本事業では積極的かつ戦略的な国際連携を推進
します。各提案で予定している国際連携の⽅針に
ついて記載ください。

本事業への参画にあたって、研究開発機関が⽀援
などを予定している場合は、その体制や詳細につい
て記載ください。
POとの利害関係やチームリーダーの利益相反があ
る場合は、その内容を具体的に記載してください。

様式 3

12



単位は百万円です。ご注意ください。

予算計画は5年度⽬までを記載ください。
こちらの「設備備品費」は、個別研究機器に
ついてのみ計上ください（共通研究機器は
「ⅱ.共通研究機器整備について」様式の予
算計画に記載いただくことになります）。

⼈件費が研究開発費総額の50%を超える場合、
消耗品費、旅費それぞれが研究開発費総額の
30%を超える場合は、その理由を本項に記載してく
ださい。

様式 4

13



単位は百万円です。ご注意ください。

こちらの研究開発費計画は、5年度⽬までは
各年度毎、6年度⽬以降はまとめた⾦額を
記載ください。6年度⽬以降は、想定される
必要最⼩限のおおかまな⾦額の記載で結構
です。
短期・中期・⻑期課題毎に分けて⾦額を記
載ください。このとき、各年度の合計はP.13
の費⽬別の研究開発費計画と合っているか、
ご確認ください。

様式 4

14



個別研究機器として購⼊予定の装置・
機器で、5,000千円以上のものは全て
記載ください。また、蓄電池・⽔素領域
で共通研究機器として整備する予定
の装置・機器⼀覧が募集要項１〜５
章P.11にありますので、リストに掲載
されている装置・機器以外の導⼊計画
をご検討ください。

⼤型設備はチーム内・領域内で供
⽤を図ることから、すでに所属機関で
所有の⼤型な設備・装置で供⽤が
想定されるものがある場合、こちらに
記載ください。記載なしでも問題あり
ません。
※共通研究機器を含む提案につい
ては、こちらの記載は不要です。様
式7に記載ください。

様式 4

15



本資料P.9委託研究契約の情報に記載の
⼈物について、他制度での助成等の情報を
記載ください。

様式 6

16



様式7以降は、「共通研究機器整備」を含
む提案のみ、記載いただく必要があります。
含まない提案は記載いただく必要がないた
め、様式7以降を削除してください。
共通研究機器整備が対象となる公募テー
マは以下のとおりです。
蓄電池領域︓公募テーマ5のみ
⽔素領域︓公募テーマ1〜3
バイオ領域︓公募テーマ1、2

様式 7

17

共通研究機器は、すでに所属機関で有し
ている既存設備も含みます。既存設備で供
⽤を予定している装置・機器がある場合、こ
ちらに記載ください。



共通研究機器として、研究開発開
始後に導⼊を予定している装置・機
器について記載ください。共通研究
機器は募集要項1〜5章P.8にあると
おり、主として⼤型の研究機器等を
集約して整備し、管理責任者のもと
⼀体的に維持・管理されるとともに、
専任のオペレータによる試料作製や
機器操作等を含む利便性を考慮し
て供⽤されるものが対象となります。
そのため、⾃然と集約する場所（サ
イト）は絞られると考えられます。

様式 7

18



様式8の予算計画は、共通研究機
器整備のみを対象とした場合の、必
要な予算について記載ください。研
究開発に係わる予算計画は様式4
になります。
計上可能な経費については募集要
項P.8や⻘字の記載をよくご確認くだ
さい。

様式 8

19

共通研究機器は募集要項1〜5章P.9に
記載の通り、採択された各研究チームと整
備する共通研究機器について調整すること
となりますが、提案時に想定される予算計
画について記載ください。



サイト毎の予算計画について記載く
ださい。サイト2がない場合、⾏を削
除してください。
各年度の合計は、P.19の費⽬別の
予算と合っているか、ご確認ください。

様式 8

20


